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1．本研究の背景と課題 

 本研究は、授業で扱う単元の競技を専門で行

っている生徒、すなわちその競技の部活動に所

属している生徒に注目して、その生徒に「天井効

果」が生じないようにするための授業を検討す

るものである。 

現代の子どもたちの実態として、吉川ら（2012）

は、「運動を積極的に行う子どもとそうではない

子どもの二極化傾向や、運動や体育授業に対し

て非好意的、あるいは消極的態度を持つ子供が

依然として存在する。」（p.108）と述べており、

体育に対して悪い印象を持っている生徒が存在

することを指摘している。そのため、そのような

「体育嫌い」の生徒の授業への取り組む意欲を

向上させることを目的とした授業の工夫を考え

ていくことは必要不可欠である。しかし、「体育

嫌い」の生徒への工夫ばかりに焦点が当てられ

ることにより、運動能力の高い生徒には「天井効

果」を生んでしまうという可能性が想定される。 

 「天井効果」の定義として、footballologies

（2018）は「突出した個人の能力を測る時に簡

単な課題ばかりで全てクリアしてしまうと成長

しているのか分からなくなる天井効果」と述べ、

「天井効果」をサッカー用語として説明してい

る。これを体育の授業において考えると、運動能

力の高い生徒は学校で行う体育の授業では技能

を成長させることが難しいということである。

また成長の停滞だけではなく、それに伴って「つ

まらない」「もっと難しいことがしたい」「普通の

ルールでやりたい」というような感情が生まれ

てしまうことも考えられ、そうなるとそのよう

な生徒の体育の授業に対する意欲が低下してし

まうことが懸念される。これは教育的に問題で

あると言える。 

そのため、「体育嫌い」だけではなく、運動能

力の高い生徒にも配慮した授業づくりをしてい

かなければならない。しかし、生徒の運動能力な

どによって課題や取り組む内容を設定すること

ができる個人で行う競技の単元と違い、チーム

で行う競技の単元は、能力差に応じて課題や内

容を変えることは難しい。 

 昨年度の筆者の研究“高校体育実技における

「体育嫌い」と「天井効果」の改善を目的とした

指導方法に関する研究～バレーボールへの参加

意欲向上における教え合う関係づくりの影響～”

では、バレーボールの授業においての「体育嫌い」

の改善と、その対角にいる運動能力の高い生徒

に「天井効果」を生まないようにするための指導

方法を検討した。「体育嫌い」の改善のための工

夫としては、ペアやグループでの練習、全体の底

上げを図るための基礎練習、教師のゲームへの

介入であった。それらの工夫によって、授業前の

アンケートでは体育で行うバレーボールを「嫌

い」と答えた生徒が数名いたが、授業後のアンケ

ートでは「嫌い」と答えた生徒を 0 名とするこ

とができたため、当該授業における「体育嫌い」

については成果を残すことができた。また運動

能力の高い生徒においても、基礎技術の底上げ

や教師のゲームへの介入によって、授業に対す

る意欲の低下を防ぐという点では成果が得られ

た。しかし、「天井効果」を生まないための工夫

として行った生徒同士の教え合いについては、

具体的な取り組みができなかったため、能力向

上につなげることはできず、それが課題として

残された。そのため本研究では、「天井効果」に

焦点を当て、運動能力の高い生徒へのアプロー

チを検討していく。 

以上が本稿の背景と課題である。 
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2．研究方法と授業内容 

（1）研究方法 

本研究は山梨県の公立高等学校において「ス

ポーツⅡ」を選択受講している 3年生 16名を対

象とした。また「運動能力の高い生徒」を、「授

業で扱う単元の競技を専門で行う生徒」、すなわ

ち「授業で扱う単元の競技の部活動に所属して

いる生徒」と捉えることとした。単元については、

16 名の中で最も多くの生徒（4 名）が部活動に

所属しているサッカーを単元として設定した

（全 8回）。 

単元の前半の 3 回は生徒全員に基礎技術を習

得させるため、教師が授業を行った。しかし「1．

本研究の背景と課題」での記述と同様に、当該競

技の部活動に所属している生徒が、その競技経

験がない生徒とともに活動する体育の授業内で、

競技における技能を向上させることは非常に困

難である。そのため、単元の後半の 5 回につい

ては、体育における「する」以外の視点に着目し、

当該競技の部活動に所属している生徒が練習の

方法を決め、他の生徒を指導し、チームをマネジ

メントしていくという活動を設定した。つまり

「プレイヤー」として成長することが困難であ

るため、コーチや監督のような「指導者」として

の知識や技能を身に付け、向上させていくとい

うものである。それによって、技能の向上の停滞

や授業に対する意欲の低下を防ぎ、「天井効果」

を生まないようにすることを目的とした。 

実習校の授業形態により、「スポーツⅡ」の授

業は 2時間続きで行われていたため、後半 5 回

については 1 時間目に教師が授業を行い、2 時

間目にサッカー部の生徒が練習を運営する時間

を設定した。1時間目の内容を受けて教師から与

えられたテーマを基に、サッカー部の生徒が 2

人で協力して練習メニューを考え、そのねらい

をチームで共有してから、チームごとに実践す

るという形で授業を行った。チーム編成として

は、前半 3回の授業後、4名のサッカー部の生徒

を 2 名ずつに分け、それ以外の生徒を男女比や

サッカーの技能レベルを考慮し、チーム間に差

が生まれないように分けた。サッカー部の分け

方については、競技能力を基にし、競技能力が高

い生徒と低い生徒をペア、競技能力が標準程度

の 2人をペアとした。 

授業後には、生徒全員に「学習記録表」への記

入を指示し、サッカー部の生徒にはそれに加え

て「指導計画案」への記入を指示した。「学習記

録表」には毎時間後の記録と、すべての授業の終

了後に総括して記入する欄を設けた。「指導計画

案」には、練習メニューの説明だけでなく、サッ

カー部の生徒に明確な意図やねらいを持たせる

ために、それらを言葉で表す欄を設けた。これら

への記述内容、また授業中の様子や授業後のア

ンケートから、当該競技の部活動に所属してい

る生徒に「天井効果」が生じないようにするため

の授業の検討について考察していく。「学習記録

表」を図 1及び 2に、「指導計画案」を図 3に示

した。 

 

図 1 学習記録表（表） 
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図 2 学習記録表（裏） 

 

 
図 3 指導計画案 

 

（2）授業内容 

 サッカーの難しさは足でボールを扱うことと、

どの位置で何をすればよいかである。そのため

単元計画は以下の通りとした。 

 前半 3 回の授業では、ボール操作の能力を向

上させるための練習をメインで行うことで、そ

の後のスペースを使った動きの練習や得点につ

ながる場面の練習、守備の練習を効果的に行う

ことにつなげていけるようにした。 

 後半 5 回の授業では、1 時間目でゲーム内で

の基本的な動き方を教師から学び、2時間目でサ

ッカー部の生徒がそれに関連したテーマの基で

練習方法を考えて実践した。 

 

➀前半 1回目 

 前半 1回目「ドリブル（ボール操作）編」の授

業記録を表 1にまとめた。 

 

表 1 前半 1回目「ドリブル（ボール操作）編」 

 練習内容 

(1) ウォーミングアップ 

・足でボールをマーカーの上に乗せる 

(2) ドリブルリレー 

・直線 

・コーンじぐざぐ 

・コーンを回る 

(3) パス 

・対面パス 

(4) ドリブル＆パス 

・ワンツーリレー 

(5) シュート 

・力いっぱいボールを蹴る 

・前から来たボールをシュート 

 

 初回はボールを足で扱うことに慣れることが

できるようにするため、たくさんボールを足で

触ることを目的とし、ドリブルリレーなどをす

ることによって全員が積極的に取り組むことが

できるようにした。 

 

➁前半 2回目 

 前半 2 回目「パス・シュート編」の授業記録

を表 2にまとめた。 

 

 

－ 488 －



山梨大学教職大学院 令和３年度 教育実践研究報告書 

 

表 2 前半 2回目「パス・シュート編」 

 練習内容 

(1) ウォーミングアップ 

・ドリブルリレー 

(2) ボールコントロール 

・ペアの投げたボールを蹴って返す 

・クッションコントロール、ウェッジコント

ロールの練習 

(3) パス 

・対面パス 

・1タッチ目で相手を避ける 

(4) シュート 

・前から来たボールをシュート 

・横から来たボールをシュート 

・ドリブルしながらシュート 

 

 ボール操作の基本的な技術として、ボールを

「止める」と「蹴る」があるため、様々な場面の

ボールコントロールを練習した。また、自分と同

じ方向に動いているボールを蹴るということに

ついては、難易度が上がるということを生徒の

様子を見て分かった。 

 

➂前半 3回目 

 前半 3 回目「基礎練習まとめ編」の授業記録

を表 3にまとめた。 

 

表 3 前半 3回目「基礎練習まとめ編」 

 練習内容 

(1) ウォーミングアップ 

・ドリブルリレー 

(2) ボールコントロール 

・ペアの投げたボールを蹴って返す 

・クッションコントロール、ウェッジコント

ロールの練習 

(3) パス 

・対面パス 

・1タッチ目で相手を避ける 

(4) シュート 

・ドリブルしながらシュート 

・浮き球をコントロールしてシュート 

(5) ゲーム 

・教師の言った人数がコートに入ってゲー

ムを行う 

 

 基礎練習のまとめとして今まで行ってきた練

習を行って復習し、最後に初めてゲームを行っ

た。この時点でゲームを行うことによって、サッ

カーの楽しさと、また一方で、上手くいかないこ

とも実感させることをねらいとした。 

 

➃後半 1回目 

 後半 1 回目「シュート編」の授業記録を表 4

にまとめた。 

 

表 4 後半 1回目「シュート編」 

 練習内容 

(1) ウォーミングアップ 

・対面パス 

・1タッチ目で相手を避ける 

・クッションコントロール、ウェッジコント

ロールの練習 

(2) シュート 

・ドリブルしながらシュート 

・浮き球をコントロールしてシュート 

・狙ったところにシュート 

(3) シュート 

・＜サッカー部の生徒が考えた練習＞ 

 

 後半 1 回目ということでサッカー部の生徒が

練習メニューを考える初めての時間であったた

め、比較的考えやすい内容としてシュートをテ

ーマとした。狙ったところにシュートを打つた

めにはどんな練習がいいかということを考えさ

せた。 

 

➄後半 2回目 

 後半 2 回目「攻撃時のポジショニング編」の

授業記録を表 5にまとめた。 

 

表 5 後半 2回目「攻撃時のポジショニング編」 

 練習内容 

(1) ウォーミングアップ 

・対面パス 

(2) 鬼ごっこ 

・ボールを持っている人にタッチ 

(3) パス回し 

・味方を呼ぶ声がパス（ボールなし） 

・手でパス回し 

(4) 鳥かご 

・4vs1の鳥かご 

・3vs1の鳥かご 

(5) パス回し 

・足でパス回し 

(6) 攻撃の練習 

・＜サッカー部の生徒が考えた練習＞ 
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(7) ゲーム 

 

 ボール操作の技能が充分ではない場合、ボー

ルを持たない状態や手で扱う状態、鬼ごっこに

よる練習がとても効果的である。ボールを持っ

ている人の技能が重視されがちであるが、ボー

ルを持っていない時に、相手から触られない位

置、味方からのパスが相手に取られない位置に

考えて動くということは非常に重要である。そ

れを他の生徒に伝えていくことを目的としたテ

ーマを設定し、サッカー部の生徒に考えさせた。 

 

➅後半 3回目 

 後半 3回目「守備編」の授業記録を表 6にま

とめた。 

 

表 6 後半 3回目「守備編」 

 練習内容 

(1) ウォーミングアップ 

・ボールキープ 

(2) ボールの奪い方の練習 

・相手とボールの間に身体を入れる 

(3) 相手の追い込み方の練習 

・攻撃 1人、守備 2人で、守備が協力してボ

ールを奪いに行く 

(4) マークの付き方、カバーの仕方の練習 

・2vs2でマークとカバーの練習 

(5) 守備の練習 

・＜サッカー部の生徒が考えた練習＞ 

(6) ゲーム 

 

 相手からボールを奪う形を練習し、どのよう

にしたらその形に持っていくことができるかと

いうことを、守備の人数が多い場面で練習した。

その後、攻撃の人数を足し、マークやカバーとい

うものが生じてくることを体感させた。またサ

ッカー部の生徒には、味方と協力して相手にシ

ュートをさせないためにはどんなことが必要か

ということをテーマとして練習方法を考えさせ

た。 

 

➆後半 4回目 

 後半 4回目「ゲーム編 i」の授業記録を表 7に

まとめた。 

 

表 7 後半 4回目「ゲーム編 i」 

 練習内容 

(1) ウォーミングアップ 

・対面パス 

・ボールキープ 

(2) パス回し 

・エリアを横に区切ってパス回し 

(3) ラインゴールゲーム 

・エリアを横に区切ってラインゴールゲー

ム 

・エリアを縦に区切ってラインゴールゲー

ム 

(4) ゲーム 

・＜サッカー部の生徒が外から声をかけて

行うゲーム＞ 

(5) ゲーム 

・全員で行う 

 

 これまで行ってきたゲーム時の生徒たちの特

徴として、コート内の人数が増えれば増えるほ

ど、全体的にボールに寄ってしまう傾向があり、

スペースを上手く使うことができていなかった。

そのため、全体にポジションという概念を持た

せ、コートを横に割ったり縦に割ったりして練

習を行うことで、それぞれの役割を明確化した。

また今回は、サッカー部の生徒に練習メニュー

を考えさせるのではなく、教師の設定したメニ

ューにおいて、声かけを重点的に行わせるよう

にした。 

 またゲームを行う際に、それぞれのチームで

サッカー部を中心にフォーメーションやポジシ

ョンを決めることによって、一人ひとりが自分

の役割を理解して取り組むことができるように

した。 

 

⑧後半 5回目 

 後半 5回目「ゲーム編 ii」の授業記録を表 8に

まとめた。 

 

表 8 後半 5回目「ゲーム編 ii」 

 練習内容 

(1) ウォーミングアップ 

・対面パス 

(2) ゲーム 

(3) チームごとに練習 

・＜サッカー部の生徒が考えた練習＞ 

(4) ゲーム 
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 最終回は、まずゲームを行ってから、それぞれ

のチームのサッカー部が自分たちに合った練習

メニューを考え、一度チームごとに練習を行っ

た。それによってそれぞれのチームで何が足り

ないのか、誰がどんな役割をすべきなのかなど

を考えさせることをねらいとした。 

 

3．授業の結果と「学習記録表」及び「学習計画

案」への記述内容、アンケート調査 

（1）授業の結果 

 前半3回の授業における基礎技術の練習では、

ドリブル、パス、シュートというサッカーにおけ

る基本的なボール操作の練習を行い、その中で

サッカー部の生徒には、他の生徒に対してデモ

ンストレーションをする場面を設定したり、積

極的にアドバイスをするように促したりした。

デモンストレーションを行うことで、他の生徒

からは歓声や拍手が起きていた。他の生徒への

声かけについては、普段から言葉を交わすこと

の多い生徒に対してはある程度できていたが、

質問に対して答えるだけであったり、女子生徒

に対しては声かけができていなかったりした。2

回目以降は男女でペアやグループを作るように

指示することで、その中ではわずかに声かけが

できていたが具体的なアドバイスや返答はでき

ていなかった。サッカー部以外の生徒の基礎技

術は、1 回目に比べると 2 回目や 3 回目でボー

ル操作能力が上がっており、授業内で向上させ

ていくことができた。 

 後半 5 回の授業では、主に空間を使った動き

の練習や得点につながる場面の練習、守備の練

習を行った。攻守において組織的な動きを伝え

ることにより、ゲームのような実践的な場面に

おいても理解して動くことができていた生徒が

多かった。 

サッカー部の生徒が考えて行った練習につい

ては、少し時間がかかってしまう場面はあった

が、2人で協力することによって練習メニューを

考えること自体はできていた。練習メニューに

具体的な正解はないが、生徒たちの考えたもの

はテーマや課題を達成するためには必要十分な

ものであった。しかし声かけの頻度や内容につ

いては、4人の生徒で大きく差が開いていた。 

競技能力の高い生徒（以下、「生徒 A」とする）

は主体的かつ積極的に声かけが行われており、

その中には「（他の生徒の名前）！誰を見るんだ

い？」というように、ただ指示をするだけでなく、

生徒に問いかけて考えさせるといった場面も見

られた。また生徒 Aと同じチームであった競技

能力の低い生徒（以下、「生徒 B」とする）につ

いては、生徒 A のような問いかけはできていな

かったものの、個人的にアドバイスをする姿を

見ることができた。生徒 A と生徒 B のチーム

（以下、「チーム X」とする）では、生徒 Aと生

徒 Bが交互にプレーし、もう 1人は外から声か

けをするという形で活動していた。 

それに対し、競技能力が標準程度の生徒 2 人

（以下、それぞれ「生徒 C」「生徒 D」とする）

のチーム（以下、「チーム Y」とする）では、生

徒Cと生徒Dの 2人が常に同時にプレーすると

いう形で活動していたため、始めの数回は声か

け自体ほとんど行われることがなかった。その

後、まずは褒めることや普段競技を行う中で自

分が考えたり思ったりすることを伝えることを

促したが、一緒にプレーする中で「ナイス」など

の声かけはあったものの、具体的な声かけや外

からの声かけが行われることはほとんどなかっ

た。 

 

（2）「学習記録表」への記述内容 

 サッカー部の生徒とそれ以外の生徒の「学習

記録表」への記述の中で、サッカー部の生徒が考

えた練習を行う取り組みに関する記述の一部を

表 9にまとめた。 

 

表 9 「学習記録表」への記述内容 

サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒 

（生徒 A） 

・自分の考えを伝える力が身に付いたと

思います 

・伝えることのむずかしさやコーチや先

生たちの大変さがわかった 

・ディフェンスのことをもっと伝えられ

るようにしたほうがよかった 

（生徒 B） 

・どんな動きをしたらボールが回るのか
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をアドバイスできた 

・アドバイスをしながら練習メニューに

取り組めた 

・声かけが難しかった 

（生徒 C） 

・練習メニューを今まで考えたことがな

く、最初はあまりできなかったが、だ

んだんできるようになっていった 

・アドバイスなど声かけをもっとしたい 

・味方にあった練習メニューをしっかり

考えたい 

（生徒D） 

・みんなに教える側だったから、うまく

教えることはできなかったけど、少し

は教える力を身に付けれたと思う 

・ただするだけではなく、教える側とい

う立場でとても大変でしたが最後もチ

ームがゲームに勝てたので、少しは自

分達が考えた練習の成果がでたのかな

と思うと、うれしく思いました 

・もっと教えることができたら良かった 

サ
ッ
カ
ー
部
以
外
の
生
徒 

・仲間から学ぶことが多かった 

・技術を向上させるために、どうすれば

いいのか自分だけで悩むのではなく、

生徒 Aや生徒Dに聞いてアドバイス

をもらうことで、できないことがたく

さんできるようになった 

・サッカー部には普段話さない人がいた

けど、その人とも積極的にコミュニケ

ーションを取ることができた 

 

（3）「指導計画案」への記述内容 

 「指導計画案」への記述の一部を図 4～7に

示した。 

 

 
図 4 生徒 Aの「指導計画案」への記述内容 

 

 

 
図 5 生徒 Bの「指導計画案」への記述内容 

 

 
図 6 生徒 Cの「指導計画案」への記述内容 

 

 
図 7 生徒Dの「指導計画案」への記述内容 

 

（4）アンケート調査 

 サッカー部以外の生徒の「学習記録表」の記述

の中で、サッカー部の生徒が考えた練習を行う

取り組みを評価する記述があまりなかったため、

サッカー部以外の生徒 12 名を対象にアンケー

ト調査を実施した。質問項目及び回答から抜粋

したものを表 10にまとめた。 
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表 10 アンケート調査の質問項目及び回答 

サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
が
考
え
た
練
習
を
行
う 

取
り
組
み
に
つ
い
て
良
か
っ
た
と
こ
ろ 

・友達が教えてくれるから質問しやすい 

・同級生ということもあって質問しやすい 

・先生がその競技を専門でやってる人じゃ

なかったら、知識があるからわかりやす

いと思うし、先生よりもアドバイスをも

らいに行きやすかった 

・サッカー部が練習を決めるとサッカー部

も上達すると思う 

・授業の中だと経験者はなかなかレベルア

ップしにくい内容になってしまいがちだ

けれど、この取り組みだとその競技の経

験者も初心者も授業の中でレベルアップ

することができるなと思った 

・自分も教える側をやってみたいと思った 

サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
が
考
え
た
練
習
を
行
う 

取
り
組
み
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ 

・悩む時間が多かったり、同じような練習を

しちゃったりすることがあったので、最

初に具体的な例があった方がやりやすい

と思った 

・先生が何個かメニューを提示した中から

選ぶようにした方がいいと思う 

・あらかじめやることは決めた方がいいと

思った 

・他のみんなの技術面を向上させるために

はサッカー部の人からもっとアドバイス

があった方がいいと思った 

・サッカー部の人で上手く指示が出せてい

ない人がいたのでその練習をもっとした

方がいいと思った 

 

4．考察－本研究を受けての成果と課題－ 

 サッカー部の生徒の授業の様子や「学習記録

表」への記述内容から、サッカー部の生徒が授業

を通して、「プレイヤー」としてだけではなく「指

導者」としての目線で、自分の出来ないことを見

つけたり大変さに気付いたりすることができた

ことが分かった。また、回数を重ねるにつれて声

かけの頻度が増えたり内容がより具体的になっ

たりしていく生徒も見られた。このことからサ

ッカー部の生徒は、教える「技能」、練習メニュ

ーを考える「思考力、判断力」、自分の考えや体

の動きを言葉で伝える「表現力」、もっとうまく

教えたい、伝えたいという「学びに向かう力」、

チームが勝った時や友だちが上手くなった時の

喜びの共有によって得られる「人間性」などを養

うことができたのではないかと考える。さらに

アンケート調査の中でサッカー部以外の生徒も、

この取り組みについて、「サッカー部も上達する

と思う」「その競技の経験者も初心者も授業の中

でレベルアップすることができるなと思った」

などと答えている。よってこの取り組みは、授業

で扱う単元の競技を専門で行っている生徒に

「天井効果」が生じないようにするための取り

組みとして効果的であったと言える。 

 一方で、本研究で残る課題は、アンケート調査

でも多くの生徒が挙げた練習メニューを考える

段階での工夫や、声かけの出来ない生徒へのア

プローチである。授業の前に練習メニューを考

えて準備させておくことによって、より充実し

た練習内容にしたり具体的な声かけをしたりす

ることにつなげることができると考えられる。

また声かけの上手くできない生徒に対しては、

練習を考えた意図やねらいを再確認させたり生

徒Aを見ることで成長した生徒Bのように他の

生徒の様子を見せたりすることによって、徐々

に実践していくことができるようにサポートを

する必要がある。 

また、本研究は「スポーツⅡ」を選択受講して

いる生徒が研究対象であったため、上で述べた

「体育嫌い」に該当する生徒は存在しなかった。

そのため、「体育嫌い」の改善と「天井効果」を

生まないという 2 つの問題に同時に取り組んで

いくことが今後の課題となる。本研究で得た成

果を今後さらに活用していくことができるよう、

課題に向き合っていきたい。 
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